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有珠山周辺の植生遷移について学ぶ野外学習テキストの作成
Making of the Text for Outdoor Learning about
the Vegetation Succession around Mt. Usu
横 山 光
Hikaru YOKOYAMA
  はじめに
北海道南西部の洞爺湖南岸に位置する有珠山は，１～２万年前に形成された活火山で，江戸
時代以降は，２０～５０年に一度の噴火を繰り返している（曽屋ほか，２００７）。最近は２０００年に噴
火しており，この噴火は事前避難成功事例として注目を集めた（廣井ほか，２００２）。噴火の災
害遺構は一部保存され，噴火によって起きる現象を学ぶことのできる遊歩道などが整備されて
いる。また，洞爺湖周辺地域は，風光明媚且つ自然豊かな景勝地のある「支笏洞爺国立公園」
の一部でもある。年間６百万人を越える観光客が訪れており，火山のつくり出した景色や温泉
を楽しんでいる。さらに，当地域には縄文時代の遺跡や縄文時代から続くアイヌの伝統的な文
化も残されている。これらのことから２００９年には「世界ジオパーク（２０１５年１１月よりユネスコ
の正式プログラムとなった）」に認定され，ただ景色や温泉を楽しむだけでなく，世界的に価
値のある地質や火山防災の取り組みについて学ぶことのできる場所として知られるようになっ
た。修学旅行などの見学先として当地域を訪れる学校も多く，近年では防災学習の一環として
野外で学習している姿が見られる。２０１１年の東北地方太平洋沖地震以後には，観光客数が一時
的に減少したが，教育旅行で訪れる学校数は増加していることからも，学習素材として注目さ
れていることがわかる（Yokoyama・
Takekawa・Nakaya，２０１５）。
一方，当地域では繰り返し起きる噴火
の度に，周辺の植生が大きなダメージを
受けてきた。そのため，噴火跡地の植生
遷移に関しても注目されており，これま
で数多くの研究の対象となってきた（冨
士田，２００６）。２０世紀の４回の噴火は活
動場所が特定でき，噴火直後の植生が破
壊された様子を記録した写真資料も残さ
れていることから，年代を追った植生の
遷移を学べる場所としても価値のある地 図１ 有珠山の噴火地域と年代
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域である。
筆者はこれまで，洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会と協力し，教育旅行を対象とした野外
学習テキストを作成してきた（横山ほか，２０１５）。２０１３年には小学生対象の火山について学ぶ
テキストを，２０１４年には同じく小学生対象の縄文やアイヌ文化について学ぶテキスト，そして
２０１５年には高校生を対象とした植生遷移について学ぶテキストを作成した。これらのテキスト
は学習指導要領に沿った学習の視点を扱っており，なかでも２０１５年発行の高校生対象テキスト
は，高等学校で求められている理科課題研究（文部科学省，２００９a）の方法も示唆した新しい
視点で作成したテキストである。そこで今回，２０１５年発行の高校生対象野外学習テキスト「有
珠山で森の誕生と変遷を学んでこよう！」に関して，作成の背景や内容などをまとめたので，
以下に報告する。
 野外学習テキスト作成の背景
１ 有珠山周辺で見られる植生の状況
前述のように，有珠山は周期的な噴火活動を行ってきた。噴火の度に火口周辺の植生は攪乱
され，植物のない状態から植生が回復している。また有珠山は，場所を変えながら噴火を繰り
返している（図１）ため，過去に噴火した地域の植生を観察することで，噴火後（攪乱後）何
年後の植生がどうなっているのかを知ることができる。ここでは，２０世紀に起きた４回の噴火
口周辺地域における植生回復の状況を写真資料にて記す。
（１）西山山麓火口群及び金比羅山山麓火口群周辺（２０００年噴火）
２０００年の噴火は，有珠山西方にある西
山山麓及び，金比羅山山麓で発生した。
噴出したマグマは少量であったが，火口
周辺では噴き上げられた火山灰をはじめ，
噴石や泥流により植生が攪乱された。噴
火後２年目にはわずかに植生が見られ，
２００６年には周辺に草地が広がる。現在は
木々が生えており，噴火後１５年の植生を
示している（図２）。
（２）山頂火口周辺（１９７７－７８年噴火）
１９７７年～１９７８年の噴火活動は，山頂近くの銀沼周辺で発生した。このときの噴火は噴煙高度
が最大で１万２千メートルに達するプリニー式噴火であった。噴火が頻発した銀沼周辺はいく
つかの火口が合わさって通称銀沼火口となっている。噴火当時は植生回復まで１００年かかると
いわれたが，現在，銀沼火口に近い部分は草地となっているが，火口から離れた小有珠南麓や，
火口原展望台周辺は，ドロノキを中心とした林となっており，噴火後約４０年の植生を示してい
図２ 噴火地域の植生回復
（左：西山山麓，右：金比羅山山麓）
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る（図３）。
（３）昭和新山周辺（１９４４－４５年噴火）
昭和新山も有珠山の噴火によりできた火山である。６ヶ月にわ
たった前兆地震と地盤変動の後，現在の山体をなす場所で噴火を
繰り返した。噴火の終盤には溶岩ドームを形成し，昭和新山と
なった。斜面は急で崩落も多いため，噴火後７０年経った現在も岩
石がむき出しのままであるが，麓は濃い森林に覆われている。こ
の森林は噴火後約７０年後の植生を示している（図４左）。
（４）四十三山周辺（１９１０年噴火）
有珠山北麓の洞爺湖畔にある四十三山は，水蒸気爆発を中心と
した噴火活動の末に形成された潜在ドームである。噴火は２０００年
噴火とよく似ており，数多くの火口を形成した。現在の西山山麓
火口群周辺散策路のように，火口を巡る
遊歩道が作られたが，現在はうっそうと
した森となっており，火口の地形はわか
りづらい。この森は噴火後約１００年の植
生を示している（図４右）。
２ 植生遷移を学ぶことのできる高等学
校の学習
（１）高等学校生物における扱い
高等学校学習指導要領（文部科学
省，２００９a）では，植生の遷移について生物基礎，生物，理数生物において以下のように内容
と構成が示されている。
生物基礎
２ 内容
（３）生物の多様性と生態系
生物の多様性と生態系について観察，実験などを通して探究し，生態系の成り立ちを理解
させ，その保全の重要性について認識させる。
ア 植生の多様性と分布
（ア）植生と遷移
陸上には様々な植生がみられ，植生は長期的に移り変わっていくことを理解すること。
図３ 噴火地域の植生回
復（小有珠周辺）
写真提供：三松正
夫記念館（上段）
図４ 噴火地域の植生回復（左：昭和新山，右：四十三山）
写真提供：三松正夫記念館（上段左右）
１７３
生物
２ 内容
（４）生態と環境
生物の個体群と群集及び生態系について観察，実験などを通して探究し，それらの構造や
変化の仕組みを理解させ，生態系のバランスや生物多様性の重要性について認識させる。
イ 生態系
（イ）生態系と生物多様性
生態系における生物多様性に影響を与える要因を理解し，生物多様性の重要性を認識する
こと。
理数生物
３ 内容とその取扱い
（５）生態と環境
（内容の取扱い）
内容の（５）については，「生物基礎」の内容の（３）及び「生物」の内容の（４）に加
えて，野外観察又は調査も扱うこと。
高等学校学習指導要領解説理科編理数編（文部科学省，２００９b）では生物基礎において「遷
移については，火山噴火などの後の裸地に始まり，草原を経て森林にいたるモデル的過程を扱
うことが考えられる」とされている。また，生物では「生物多様性に影響を与える要因につい
ては，例えば，生態系の攪乱を取り上げ，攪乱により生物の多様性が維持されたり，変化した
りすることがあることを扱うこと」などを例示している。さらに，理数生物は生物基礎及び生
物で学習する内容に加えて野外観察や調査を行うことが求められている。これに加え，学習指
導要領の記述で重要なのは，「観察，実験などを通して探究し，理解させること」が学習内容
で示されていることである。しかし多くの高等学校において，火山によって攪乱された地域の
植生回復の様子を実際に視察させることは難しい。多くの火山では噴火後特定の年数を経た状
態しか観察できなことや，複数の地域に観察を行なおうとした場合，時間を確保できないから
である。しかし，有珠山では前述のように植生が遷移していく様子を狭い地域内で観察するこ
とができる。一度に１００年単位の植生の変遷を観察できる有珠山地域は，この学習に最適な
フィールドであることが明白である。教育旅行などの機会を利用して，遷移に関する観察を実
際にすることが望ましい。
（２）理科課題研究・スーパーハイエンススクール（SSH）
現行の高等学校理科では，自然に対する知的好奇心や探究心を高め，科学的な思考力・表現
力の育成を図る観点から，生徒が課題を設定して研究を行えるようにした「理科課題研究」が
新しい科目として設定されている（文部科学省，２００９b）。有珠山周辺では「自然環境の調査
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に基づく研究」の課題として，噴火地域別に植生調査を行い，その結果を基に研究活動をさせ
るなどの学習が考えられる。これらの学習を行う際には，生徒自らが研究課題を設定しなけれ
ばならないが，実施については大学や博物館と連携を図ることが求められており，必要に応じ
て，環境省のビジターセンターや本地域をフィールドとしている大学と連携するとよい。また，
文部科学省が指定するスーパーサイエンスハイスクール（SSH）では，より体験的学習や課題
研究の推進が求められており（科学技術振興機構，２０１４），一層の学習が期待できる。SSH指
定校には，科学技術振興機構より，物品購入，研修講師費用等の支援が受けられる。これによ
り，教育旅行以外の機会を活用し，時間をかけた調査活動が可能になる。
ただし，実際に生徒が調査活動を進めるためには，連携先の機関からの指導だけでなく，主
体的な計画の立案も必要となる。本地域ではどのような課題が考えられ，どのような調査が可
能なのかを記した資料が求められる。
 野外学習テキストの作成
１ 対象・使用想定場面
本テキストは，高等学校生物基
礎及び生物，理数生物を履修する
生徒を対象としている。ただし，
表現は平易なものとしており，中
学生でも理解できるものとした。
また，使用場面は，修学旅行など
の教育旅行の他，課題研究や自由
研究などで訪れた際の野外学習や，
野外学習の準備段階での手引き書
として使用することを想定してい
る。さらにテキストの他に旅行の
形態や日程に合わせて学習のプロ
グラムを組み立てることができる
よう，テキストとは別に図５のよ
うなリーフレットを作成した。
２ テキストの内容
本テキストの構成は表１のよう
になっている。教育旅行で訪れる
ことを想定しているので，洞爺湖
図５ 野外学習テキストのリーフレット
表１ 野外学習テキストの構成
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有珠山ジオパークの概略や
洞爺湖や有珠山の噴火史に
ついて冒頭で伝えるように
した。本編では，植生の遷
移について深く解説してい
ない。これは，現地での学
習を前提としているためで，
課題研究における研究テー
マを考えるためのヒントを
掲載している。
また，図６にいくつかの
頁を掲載する。文字情報を
できるだけ少なくし，イラ
ストなどで親しみやすい構
成とした。
３ Web 公開について
本テキストやモデルコー
スのリーフレットは，これ
まで作成したものと同様に，
洞爺湖有珠山ジオパークの
Webページより無料でダ
ウンロードできるようにし
た。公開は２０１５年４月より
行い，ダウンロード数のカ
ウントは８月から行った。
ダウンロード数のカウント
が８月からとなったのは，
Webページの仕様による
システム上の都合である。
Webページで公開して
いるため，他のジオパーク
では，このテキストのシ
リーズ（火山編）を参考に
した取り組みが始まってい
図６ 野外学習テキストの内容例
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る。山陰海岸ジオパークでは，本テキストのコンセプトを参考に，学校教員の意見を取り入れ
た，学校で使用するテキストを作成している。教科書で扱う内容から大きくかけ離れることな
く，どの学習をどのジオサイトで扱うかを検討して作成した素晴らしいものとなっている。ま
た同様に，本テキストを参考にした取り組みが三陸海岸ジオパークでも行われている。
表２にこれまで作成した野外学習テキストと教師用テキストの８月以降のダウンロード数を
示す。本テキストのダウンロード数は４ヶ月で４５回あり，小学校対象，中学校対象の火山を
テーマにしたテキスト類とほぼ同じ数であった。小中共に金比羅山火口周辺を見学するコース
のテキストが６０回を越えるのは，そのコースが本ジオパークの基幹施設である洞爺湖ビジター
センター火山科学館の裏手に位置し，見学コースとして訪れやすいからではないかと考える。
歴史編テキストのダウンロード数は１０回前後であった。これまでかなり活用されている，火山
をテーマにしたテキストと同様のダウンロード数であることや，１校あたり１回のダウンロー
ドで済むことからも，このダウンロード数は，評価できる値である。
 成果・課題
洞爺湖有珠山ジオパークは，その自然素材として「火山や地質」を中心に据えている。さら
に「火山との共生」をテーマにしていることから，火山防災を学習の課題として学習する学校
が多い。そのような中で，本テキスト作成の隠されたねらいは，ジオパーク内の火山以外の学
習素材やその魅力を伝えようとしているところである。これは，昨年作成した歴史編「有珠山
で先人の知恵に触れてこよう！」と同様である。さらに本テキストでは，高校の教育課程を意
識したり，その中でも新しい取り組みである課題研究に重点を置いたりするなど，かなり試験
的なものであったにも関わらず，小学校対象，中学校対象の火山をテーマにしたテキスト類と
表２ テキストのダウンロード数（２０１５年８月１日～１１月３０日）
１７７
比較しても遜色ないダウンロードの数があり，一定の評価を得たと考えられる。
いくつかの活火山地域では植生の変遷についての研究がなされているが，このような形で火
山以外の研究領域を高校生に提案できたのは意味がある。課題研究などで植生の変遷について
基礎的な調査活動を行い，大学での研究テーマに接続できれば幸いである。
本テキストの課題として，実践を通した内容の検証ができていないことがあげられる。また，
ダウンロード数から好評であるとの成果を言い切るためにはまだまだサンプル数が不十分であ
る。今後，学校が教育旅行で本地域を訪れるピークである，春から夏にかけてのデータを含め
て，継続してダウンロード数のカウントをし，季節による動向を再度分析する必要がある。学
校現場で実際に利用している場面を記録し，可能であれば，使用した学校や生徒自身の声や研
究成果を分析したい。
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